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1. 序論

2011年東北地方太平洋沖地震による激甚津波被害は記

憶に新しい．地震津波の被害軽減対策を行うためには，過

去の地震発生履歴とその規模を正しく理解することが重

要となる．現在では，地震や津波の観測記録，陸上あるい

は海底地殻変動や津波浸水域などに基づいて地震規模や

津波波源が決定されている．一方で，過去に発生した地

震規模・津波波源の評価には，津波の痕跡高や津波堆積物

などの限定的・断片的な情報を用いて評価しているため，

現在の観測体制下で評価された地震規模・津波波源と比

べると，やや信頼性に劣ると思われるが，どの程度の偏

差が含まれているかは不明である．本研究では，2011年

東北地方太平洋沖地震津波を対象とし，現在の観測体制

下で評価された波源モデルを真値として，津波痕跡高分

布の粗密や位置を変化させた場合の波源推定を行い，そ

の規模偏差の評価を目的とする．

2. 津波痕跡高分布を用いた波源推定法

(1) 津波痕跡高分布の取り扱い

痕跡分布の違いから生じる波源の規模の偏差，すなわ

ち断層滑り量の変化をみるために，東北地方太平洋沖地

震津波合同調査グループ (2011)による津波痕跡値を空間

的に変化させながら解析を行った．痕跡点の空間分布に

ついて、南北方向に3 km，9 km，27 km程度に間引いたも

のをCase-1∼3とし，3 kmで間引いた痕跡点を青森県尻屋

崎から200 km毎に痕跡点を抽出したCase-4∼7を考えた．

(2) 解析手法

計算津波高分布について，10セグメントから構成され

る東北大学モデル（Ver.1.2）の単位滑り量とした各断層

のパラメータを用い，Okada (1985)の方法で地殻変動量

を求めた．各痕跡点におけるグリーン関数の計算には線

形長波理論を用い，計算領域は青森県尻矢崎から茨城県

犬吠崎までの範囲とし（図1），空間格子間隔は270 m，打

ち切り水深を10 mとし，計算時間は地震発生後から3時間
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図-1 東北大学モデルVersion1.2と計算領域

までとした．また，各痕跡点に対応したグリーン関数は，

その付近での水深およそ10 m地点での出力波形とした．

(3) 津波痕跡高分布と計算津波高分布の整合性評価

各痕跡高はその沖合10 m付近での最大津波高で評価で

きると仮定して，各痕跡点における計算最大津波高は，以

下で表現される．

H j = (
imax∑
i=1

aiηi, j)max

ここで，H jは痕跡地点jにおける計算最大津波高，ηi, jは

痕跡地点 jにおける断層iによるグリーン関数，aiは断層 i

の滑り量である．計算最大津波高分布が痕跡津波高分布

と整合するように，Aida (1978)のK，κとAIC (赤池，1976)



表-1各ケースにおける小断層の滑り量，Mw，痕跡点数

図-2 Case-1∼3に用いた痕跡分布，及び計算津波高さ

図-3 Case-4∼7に用いた痕跡分布，及び計算津波高さ

が最適となる各断層の滑量をグリッドサーチ法により求

めた．

3. 解析結果

各Caseの痕跡点数，小断層の滑り量及びその時のMw

を表1に示す．図-2にCase-1～3における解析結果を示す．

表１と図―2から，滑量分布はある程度一致する傾向に

あるが，痕跡点数の違いにより，滑り量分布やMwに偏差

が生じていることがわかる．本研究の条件では，Case-2

が最適解を与える結果となったが，いずれにせよ，Mw

は9.0以上となり，過大評価となった．図3にCase-4～7に

おける解析結果を示す．各ケースともに，計算津波高と

痕跡高の整合性は取れているものの，小断層の滑り量分

布は東北大学モデルと大きく異なっていることがわかる．

このことは，局所的な津波痕跡分布のみでは，巨大地震

津波像を正確に評価できないことを示している。すべて

の結果において，Mwが過大評価された．この原因とし

て，海岸沿いの地殻変動量を考慮していないためプレー

ト境界で大きな滑りが与えられてしまったことが考えら

れる．また，痕跡高と沖合の地点の波高が等しいと仮定

したが，実際には痕跡高には，湾形状に起因した津波増

幅やと陸上遡上によるエネルギー減衰が含まれているた

めと考えられる．以上から，津波痕跡高分布だけでの津

波波源規模推定を行う場合に，そのほかの拘束条件を入

れることが重要と考えられる。

4. 結論

波源モデルを痕跡高分布のみを変化させて解析を行い

波源規模の違いが見られた．広範囲である痕跡高分布を

用いたほうがより良く地震規模が表現されていることを

示した．また，波源規模の推定には地殻変動量等の拘束

条件や，波高増幅などを考慮することが必要であるとい

える．
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